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・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

２３

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

・
議
会
報
告
会
開
催
委
員
会

　
　
　

・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議
会

３０

第
１
回
定
例
会

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

監
事
会

４
／　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長
会

２２

定
例
会
（
書
）

　
　
　

・
関
東
市
議
会
議
長
会
第
２

２３

回
理
事
会
（
書
）

　
　
　

・
関
東
市
議
会
議
長
会
第　
８６

回
定
期
総
会
（
書
）

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

２８

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　
　
　

　
　

※（
書
）は
、
書
面
会
議
に
よ
る

自
民
党
・
い
さ
ま
（
京
免　

康
彦 
議
員
）

精
査
を
重
ね
た
堅
実
な
予
算
編
成
に
賛
意

討
　
討
　
　

論 
討
　
　

論 
会
派
の
構
成
人
数
に
よ
り
文
字
数
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。 

　

座
間
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
同
一
労

働
同
一
賃
金
の
取
り
組
み
と
し
て
、

非
正
規
職
員
１
０
８
０
人
を
会
計

年
度
任
用
職
員
に
移
行
し
、
期
末

手
当
等
を
支
給
し
ま
す
。
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
は
１
年
限
定
の

雇
用
制
度
で
す
が
、
任
期
の
定
め

の
な
い
常
勤
職
員
を
中
心
と
す
る

公
務
の
運
営
の
大
原
則
の
も
と
に

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
沖
永　

明
久 
議
員
）

都
市
計
画
道
路
座
間
南
林
間
線

都
市
計
画
変
更
前
の
予
算
措
置
は
認
め
ら
れ
な
い

公
明
党
（
安
田　

早
苗 
議
員
）

国
の
施
策
が
影
響
す
る
中
で
の

工
夫
し
た
予
算
編
成
に
賛
意

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄 
議
員
）

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
反
対

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
加
藤　

陽
子 
議
員
）

中
学
校
給
食
の
課
題
に
着
手
を

補
正
予
算
に
賛
成

ざ
ま
大
志
会
（
池
田　

徳
晴 
議
員
）

財
政
規
律
に
配
慮
し
、

バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
た
予
算
編
成
に
賛
成

ざ
ま
明
進
会
（
佐
藤　

弥
斗 
議
員
）

市
民
後
見
人
制
度
の
推
進
に
期
待

　

会
派
に
属
さ
な
い
議
員
（
安
海　

の
ぞ
み 
議
員
）

同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
へ
の
第
一
歩

新
年
度
予
算
に
賛
成

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
そ
の

も
の
は
非
正
規
公
務
員
の
常
態
化

と
捉
え
て
い
ま
す
が
、
そ
の
給
料

や
諸
手
当
等
の
予
算
措
置
に
つ
い

て
は
一
定
の
評
価
を
し
、
賛
意
を

示
し
ま
す
。
今
後
も
正
規
職
員
と

の
格
差
が
改
善
さ
れ
、
会
計
年
度

任
用
職
員
の
処
遇
改
善
が
図
ら
れ

て
い
く
こ
と
を
注
視
し
、
検
証
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

議
案
第
７
号
、
令
和
２
年
度
座

間
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

市
庁
舎
等
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
で
は
、

民
間
企
業
の
技
術
を
活
用
し
、
施

設
の
維
持
管
理
を
行
っ
て
お
り
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
効
果
も
高
い
こ
と

か
ら
本
事
業
に
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
事
業
で

は
、
社
会
的
に
孤
立
す
る
人
が
急

増
す
る
中
、
相
談
窓
口
へ
の
来
訪

を
待
つ
だ
け
で
な
く
、
積
極
的
に

行
政
か
ら
手
を
差
し
伸
べ
る
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
支
援
事
業
の
推
進
に
期

待
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
予
算
は
、
消
費
税

率
改
定
や
幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の

導
入
な
ど
、
国
の
施
策
が
大
き
く

影
響
す
る
中
、
財
政
調
整
基
金
繰

入
額
を
前
年
度
よ
り
大
幅
に
抑
制

で
き
た
こ
と
は
、
事
業
の
執
行
管

理
を
徹
底
し
、
不
用
額
を
早
期
に

判
断
し
て
、
当
初
予
算
の
財
源
に

充
て
る
工
夫
が
定
着
し
た
結
果
で

あ
る
と
評
価
し
、
賛
成
し
ま
す
。

　

議
案
第　

号
、
座
間
市
市
営
住

２１

宅
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
が
増
加
し
、

入
居
の
際
に
連
帯
保
証
人
の
確
保

が
困
難
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
連

帯
保
証
人
の
規
定
を
廃
止
す
る
本

条
例
改
正
に
賛
同
し
ま
す
。

　

都
市
計
画
道
路
座
間
南
林
間
線

の
未
整
備
部
分
は
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
変
更
手
続
が
終
了
し
て

い
な
い
。
法
に
基
づ
く
都
市
計
画

変
更
案
す
ら
作
成
さ
れ
て
い
な
い

中
で
、
用
地
の
購
入
や
踏
切
立
体

交
差
の
設
計
負
担
金
を
支
出
す
る

こ
と
は
、
住
民
参
加
の
都
市
計
画

決
定
と
い
う
法
の
趣
旨
を
逸
脱
す

る
も
の
で
あ
り
、認
め
ら
れ
な
い
。

　

市
民
後
見
人
養
成
事
業
で
は
、

市
民
後
見
人
養
成
講
座
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
講
座
を
受
講
し
実

務
実
習
を
修
了
し
た
市
民
後
見
人

候
補
者
を
市
民
後
見
人
バ
ン
ク
に

登
録
し
、受
任
審
査
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
弁
護
士
、
司
法
書
士
、

行
政
書
士
、
民
生
委
員
、
医
師
会

所
属
の
医
師
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
関
係

者
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
中
核
機
関

検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
中
核
機

関
の
設
置
を
行
っ
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。
超
高
齢
社
会
の
中
で
市

民
後
見
人
制
度
の
需
要
は
高
ま
っ

て
お
り
、
当
局
の
積
極
的
な
姿
勢

を
評
価
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
、

国
庫
補
助
を
活
用
し
て
市
費
負
担

を
抑
え
、
小
・
中
学
校
の
校
内
高

速
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
を
前
倒
し
す
る
取

り
組
み
を
評
価
し
、賛
成
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
扶

助
費
や
人
件
費
の
増
な
ど
課
題
が

多
い
中
で
、
工
夫
に
よ
り
財
政
負

担
の
軽
減
を
図
り
、
財
政
規
律
に

配
慮
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
予

算
編
成
を
評
価
し
ま
す
。
ま
た
、

防
災
力
の
強
化
や
空
き
家
対
策
へ

の
取
り
組
み
、
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
の
充
実
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
代
表
的

な
事
業
を
評
価
し
、賛
成
し
ま
す
。

制
度
設
計
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、

消
費
税
増
税
を
発
端
と
し
た
幼
児

教
育
・
保
育
の
無
償
化
が
２
０
１

９
年　

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、

１０

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
は
安

倍
政
権
に
よ
り
、
子
育
て
の
切
実

な
願
い
を
逆
手
に
と
り
、
消
費
税

増
税
の
口
実
と
し
て
党
略
的
に
行

わ
れ
た
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

全
て
の
子
に
安
心
・
安
全
な
保
育

を
と
い
う
保
育
者
の
願
い
に
応
え

る
も
の
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
保
育

制
度
に
ゆ
が
み
を
も
た
ら
し
て
い

る
こ
と
か
ら
、
反
対
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
、
中
学
校

給
食
（
選
択
式
）
事
業
費
の
５
０

０
万
円
の
減
額
は
、
実
施
回
数
と

喫
食
率
が
見
込
み
よ
り
も
低
い
た

め
で
す
。
事
業
の
有
効
性
を
市
民

に
説
明
で
き
る
よ
う
、
栄
養
士
の

給
与
等
事
業
に
か
け
た
税
金
を
有

効
活
用
し
、
申
し
込
み
の
障
害
と

な
る
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

議
案
第
２
号
、
令
和
元
年
度
座

間
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第　
１０

号
）
に
つ
い
て
、個
人
市
民
税
は
、

納
税
義
務
者
数
の
増
加
に
伴
い
、

ま
た
、
固
定
資
産
税
及
び
都
市
計

画
税
は
、
宅
地
へ
の
地
目
変
更
や

家
屋
の
新
築
、
増
改
築
の
増
加
、

大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
等
に
伴

い
増
額
で
す
。
令
和
２
年
度
事
業

の
一
部
を
令
和
元
年
度
に
前
倒
し

で
実
施
し
、
財
政
調
整
基
金
へ
の

積
み
立
て
を
行
う
な
ど
、
令
和
２

年
度
当
初
予
算
へ
つ
な
が
る
補
正

予
算
が
編
成
さ
れ
て
お
り
、
賛
意

を
表
し
ま
す
。

　

議
案
第
７
号
、
令
和
２
年
度
座

間
市
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、

一
般
会
計
は
対
前
年
度
比
２
・
９

％
増
と
な
り
、
歳
入
の
根
幹
で
あ

る
市
税
は
、
市
民
税
、
固
定
資
産

税
と
も
に
増
額
の
見
込
み
で
、
対

前
年
度
比
２
・
１
％
の
増
加
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。地
方
交
付
税
は
、

基
準
財
政
収
入
額
が
減
額
に
な
っ

た
こ
と
に
伴
い
、
増
収
が
見
込
ま

れ
る
も
の
の
、
地
方
消
費
税
交
付

金
は
減
収
の
見
込
み
で
す
。
歳
出

に
お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況

を
認
識
し
、
全
庁
組
織
一
丸
と
な

っ
て
経
費
削
減
を
行
い
、
的
確
な

執
行
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

第
四
次
座
間
市
総
合
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
る
令
和
２
年
度
当
初

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
、
目
指
す

ま
ち
の
姿
、
と
も
に
織
り
な
す
活

力
と
個
性
き
ら
め
く
ま
ち
の
実
現

の
た
め
、
基
本
構
想
に
掲
げ
た
９

つ
の
目
標
に
沿
っ
た
実
施
計
画
事

業
の
着
実
な
予
算
化
を
根
幹
に
据

え
て
い
ま
す
。
新
た
に
設
け
ら
れ

た
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
伴

う
経
費
や
幼
児
教
育
・
保
育
無
償

化
等
の
扶
助
費
な
ど
、
さ
ら
に
普

通
建
設
事
業
の
着
実
な
推
進
の
必

要
性
か
ら
、
一
般
会
計
は
過
去
最

大
規
模
と
な
り
ま
し
た
が
、
精
査

を
重
ね
て
総
額
抑
制
に
努
め
た
結

果
、
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
は
対

前
年
度
比　

％
減
の
５
億
１
１
８

５７

０
万
８
千
円
に
抑
え
ら
れ
て
お
り
、

堅
実
な
予
算
編
成
で
あ
る
と
評
価

し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
、
予
算
編
成
時
に
は
想
定

で
き
な
か
っ
た
事
態
が
生
じ
て
い

ま
す
。
企
業
業
績
の
悪
化
や
景
気

の
失
速
が
懸
念
さ
れ
、
政
府
に
よ

る
財
政
対
策
等
の
動
向
も
気
に
な

る
予
測
の
難
し
い
状
況
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
が
、
当
初
予
算
案
と

し
て
は
、
身
の
丈
に
合
っ
た
措
置

で
あ
り
、
評
価
し
ま
す
。


